
ＰＶＪａｐａｎ２０１３あす開幕 第
８
回
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
世
界
展
示
会
同
時
開
催

　
あ
す

日
か
ら

日
ま
で
の
３
日
間
、
東
京
・
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

で
太
陽
光
発
電
の
総
合
イ
ベ
ン
ト
「
Ｐ
Ｖ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
２
０
１
３
」
が
開
か
れ

る
。
主
催
は
太
陽
光
発
電
協
会
。
会
場
で
は
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
世
界
フ

ェ
ア
２
０
１
３
」
の
名
の
下
に
、
「
第
８
回
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
世
界
展
示

会
」

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
議
会
主
催

も
同
時
開
催
さ
れ
る
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
時
代
に
向
け
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
わ
る

技
術
や
製
品
が
一
堂
に
会
す
。
開
場
時
間
は

時
か
ら

時

最
終
日
は

時

ま
で
。
入
場
料
は
無
料

事
前
登
録
制

。

太
陽
光
発
電
の
総
合
展
最
新
シ
ス
テ
ム
、
政
策
情
報
も

太陽電池メーカーなどが最新情報を発信
交流の場活用を注目される成長スピード

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 ７月２３日 火曜日 　　

　
２
０
１
２
年
７
月
に
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
の

た
め
の
起
爆
剤
「
固
定
価
格

買
取
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し

て
１
年
が
た
つ
。
関
連
ビ
ジ

ネ
ス
の
規
模
は
広
が
り
を
見

せ
る
が
、
特
に
導
入
計
画
が

集
中
し
て
い
る
の
が
太
陽
光

発
電
。
現
在
、
発
表
さ
れ
て

い
る
２
月
ま
で
に
経
済
産
業

省
が
買
い
取
り
対
象
と
な
る

設
備
認
定
を
し
た
太
陽
光
発

電
の
総
出
力
は
１
２
０
０
万

を
超
え
た
。
３
月
分
の

数
字
を
足
せ
ば
さ
ら
に
上
積

み
さ
れ
る
。
制
度
で
先
行
す

る
ド
イ
ツ
の
累
積
導
入
量
３

３
０
０
万

の
３
分
の
１

の
量
の
導
入
が
ほ
ぼ
１
年
で

決
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
開
か
れ
る

今
回
の
Ｐ
Ｖ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
に

は
１
８
５
社
・
５
７
９
小
間

が
出
展
。
国
内
外
の
太
陽
電

池
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
最
新
シ

ス
テ
ム
や
応
用
商
品
、
製
造

装
置
、
部
品
や
材
料
、
各
種

施
工
関
連
や
近
年
、
注
目
さ

れ
る
ス
マ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
関
連
な
ど
、
一
連
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
包
括
。
特

に
競
争
が
激
し
く
な
っ
て
い

る
施
工
や
シ
ス
テ
ム
関
連
の

出
展
が
目
立
つ
と
い
う
。
ま

た
セ
ミ
ナ
ー
で
は
活
性
化
す

る
市
場
の
分
析
、
ビ
ジ
ネ

ス
、
技
術
動
向
、
政
策
情
報

な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

日

時
半
か
ら
会
議
棟

で
開
か
れ
る
「
Ｐ
Ｖ
Ｊ
ａ
ｐ

ａ
ｎ
　
Ｅ
ｘ
ｅ
ｃ
ｕ
ｔ
ｉ
ｖ

ｅ
　
Ｆ
ｏ
ｒ
ｕ
ｍ
」
で
は
東

京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
の

松
村
敏
弘
教
授
や
ソ
ー
ラ
ー

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
亀
田
繁
明

会
長
ら
が
登
壇
。
ま
た
３
日

間
の
期
間
中
に
開
か
れ
る

「
専
門
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
集

光
型
、
有
機
薄
膜
型
、
色
素

増
感
型
な
ど
次
世
代
太
陽
電

池
の
技
術
動
向
を
は
じ
め
、

９
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
る
。

　
会
場
内
の
ス
テ
ー
ジ
で
は

連
日
、

時
半
か
ら
の
「
住

宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
支
援

補
助
金
に
つ
い
て
」
な
ど
、

一
般
ユ
ー
ザ
ー
向
け
セ
ミ
ナ

ー
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
多
彩
な
セ
ミ
ナ
ー
が
例

年
と
違
い
、
無
料
で
参
加
で

き
る
の
が
特
徴
と
な
っ
て
い

る
。

　
太
陽
光
発
電
市
場
で
は
４

月
か
ら
固
定
価
格
買
取
制
度

の
買
取
価
格
の
引
き
下
げ
変

更
に
伴
い
、
駆
け
込
み
で
認

定
申
請
が
増
え
た
こ
と
で
導

入
計
画
は
前
倒
し
で
進
ん
で

い
る
。
制
度
開
始
か
ら
３
年

間
は
価
格
を
高
め
に
設
定
し

導
入
を
早
急
に
増
や
す
方
針

が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
し
ば
ら
く
は
ビ
ジ
ネ
ス

の
勢
い
は
持
続
す
る
と
見
ら

れ
る
。

　
た
だ
成
長
ス
ピ
ー
ド
が
ど

こ
ま
で
加
速
す
る
か
、
今
後

の
推
移
に
つ
い
て
は
慎
重
に

見
る
向
き
も
あ
り
、
最
新
情

報
へ
の
注
目
度
は
高
い
。
太

陽
光
発
電
協
会
に
よ
る
と
、

電
力
会
社
の
系
統
連
系
と
の

接
続
が
確
実
に
で
き
る
か
地

域
に
よ
り
差
が
出
て
き
て
い

る
と
い
う
。
ま
た
導
入
ニ
ー

ズ
の
急
拡
大
に
伴
い
、
部
材

の
不
足
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

大
規
模
太
陽
光
発
電
所

で
の
土
地
造
成
に
お
い
て
工

期
の
長
期
化
、
施
工
技
術
者

の
育
成
が
急
が
れ
る
な
ど
の

課
題
も
生
じ
て
い
る
。

　
同
展
で
は
こ
う
し
た
背
景

も
踏
ま
え
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
構

成
と
し
、
実
践
的
な
セ
ミ
ナ

ー
内
容
な
ど
工
夫
さ
れ
て
い

る
。
太
陽
光
発
電
協
会
で
は

「
市
場
を
さ
ら
に
活
性
化
さ

せ
る
た
め
交
流
の
機
会
を
増

や
し
た
い
」
と
し
、
研
究
者

か
ら
企
業
関
係
者
、
一
般
ユ

ー
ザ
ー
ま
で
幅
広
く
来
場
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

　
一
方
、
「
第
８
回
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
世
界
展
示

会
」
は
太
陽
光
発
電
、
太
陽

熱
利
用
、
風
力
、
バ
イ
オ
マ

ス
、
燃
料
電
池
、
環
境
建
築

や
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
地
中

熱
や
地
熱
利
用
な
ど
を
広
く

テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ

め
、
地
球
環
境
保
全
に
貢
献

す
る
産
業
が
紹
介
さ
れ
る
。

　
両
展
示
会
の
共
同
行
事
と

し
て
は

日

時
半
か
ら
基

調
講
演
を
実
施
。
調
達
価
格

等
算
定
委
員
会
委
員
長
の
植

田
和
弘
京
都
大
学
大
学
院
教

授
自
ら
が
解
説
す
る
「
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
面
的

意
義
と
政
策
上
の
課
題
」
な

ど
が
注
目
さ
れ
る
。
２
展
を

合
わ
せ
て
、
期
間
中
に
は
５

万
人
の
来
場
が
予
想
さ
れ
て

い
る
。


